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2７ イネミズゾウムシの発生生態と防除

(２） イネミズゾウムシの水田侵入時期の予測法
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２の調査圃場に隣接した予察灯への日毎､の誘殺数を調査。
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れると、イネミズゾウムシの
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増加時期はよく一致し、予察灯誘殺

１８時の気温が２０℃以上となると、誘

１８時の気温が２０℃以上とい
合がある。
記の温度条件が満たされる
は移植時に温度条件が満で
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なる。これらの温雲度条-件が
日前後である．
での越冬成虫密度増加時期
盛期と推定される。
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に達していない場合でも．
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期となる。また、早植水稲
直後に侵入最盛期となる。
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[Ｖ主要成果の具体的データ

第１表本田におけ る越冬成虫の侵入数と予察､灯誘殺数との関係（６３～２年）
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＊侵入成虫数は調査期間中に新たに増加した１００株当たり成虫数を表す。

第２表越冬成虫誘殺最盛期と有効積算温度達成率、気温との関係（６２～６３年）

注）①（）が;誘殺最盛期
②１８時の気温が２０℃未満の場合は－で表示

第３表越冬成虫誘殺最盛期と有効積算温度達成率、気温との関係（１～２年）
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Ｖ 成果の評価と取扱上の留意点》
イネミズゾウムシの発生予察資料及び防除の指導資料と してして活用できる。

Ⅵ 今後の研究上の問題点
アメダスデータを利用した全県的な予測法の確立
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